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近年、「日本のポップカルチャー」に関心があり、日本へ留学に来る中国の若者が増えてお

り、アニメやドラマを通して日本語を独学し、日本企業に関わる会社に勤めている中国の若者

も多い。筆者の周りの友人やクラスメートなどの中にも、幼少期から現在までの期間に「日本

のポップカルチャー」に接触した経験、過去の人生の道の選択時に「日本のポップカルチャー」

が与えた影響、現在の自己形成と「日本のポップカルチャー」との関わりなどを語る者も多い。

したがって、「日本のポップカルチャー」は学習者の学習時期だけに影響を与えるのではなく、

個人の人生や価値観の形成などにも影響を与えると言える。このような中国の日本語学習者と

「日本のポップカルチャー」との関わりについての研究は最近よく目にするが、学習者の幼少

期から成人期までにわたって「日本のポップカルチャー」が中国の日本語学習者に具体的にど

のような影響を与えているのかを分析した、学習者の学習動機との関わりについての質的な研

究は数多くない。     

そこで、本研究では「日本のポップカルチャー」が好きな中国の日本語学習者に着目し、彼

らの日本語学習と「日本のポップカルチャー」との関わりを探ることを研究目的とし、以下の

二つの課題を設定した。RQ１.幼少期から既に「日本のポップカルチャー」に接触していた中国

の日本語学習者が「日本のポップカルチャー」とどのように関わったのかを明らかにする。RQ

２.日本語教育の観点から、「日本のポップカルチャー」と日本語学習がどのように関係してい

たかを質的に明らかにする。 

本研究では、日本語学習者の人生における「日本のポップカルチャー」との関わりの過程を

明らかにすることを目指すことから、ライフストーリー研究法を用いた。調査協力者は、「日

本のポップカルチャー」が好きであり、日本語を学んでいる中国出身の 3名である。インタビ

ュー調査は、2019 年 5月から 2019年 10月にかけて行い、中国語で実施した。また、調査協力

者の語りに基づいて TEM図（Trajectory Equifinality Model）を作成した。 

ライフストーリーの分析から以下のような結果が得られた。１）幼少期の家族や友人との思

い出は調査協力者３人の日本語学習プロセスにおいて学習開始の一つの要因となり、「日本の

ポップカルチャー」への興味を継続させる要因ともなっているということがわかった。また、

幼少期の家族や友人とのポップカルチャーに関する思い出は、日本語学習者の学習プロセスに

おいて日本語学習の開始を促す要因となったと考えられ、家族や友人との関係を構築すること

にも、ポップカルチャーが独特な役割を担っていたといえる。２）調査協力者３人の日本語学

習の開始動機は同じであり、「日本のポップカルチャー」に接したことによって、「（ポップ

カルチャーを楽しむには日本語がわからないとつまらないから、）日本語がわかるようになり

たい」という自己認識が生まれ、また「日本語が知りたい」という好奇心を持ったことが彼ら

の日本語学習を開始させた動機となっていることがわかった。３）日本語独習者としての協力

者 Cには、日本語学習の過程において「日本のポップカルチャー」への関心が途切れることも

なく保たれ、自身から積極的に学習方法を改善し、日本語学習を仕事と結びつける姿勢が見ら

れた。ポップカルチャーを通して日本語を独習することができるかどうかについて、その一例

を示すことができたと思われる。 

最後に、「日本のポップカルチャー」を通して日本語を独習する可能性について検討した。

留学生が急増しつつある中、少子高齢化が進む日本では、今後は日本語教師不足が深刻になる

可能性があり、ポップカルチャーを通して日本語を独習する可能性について検討することは、

今後の日本語教育の発展のために意義のあることであろう。したがって、今後は世界中で増え
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つつある調査協力者 Cのような「日本のポップカルチャー」を通して日本語を独習している学

習者を研究対象の中心とし、彼らの学習方法や学習動機には非独習者と比べ、どのような特徴

があるのかについてより深く分析することも必要だと考える。 
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152-160. 

外務省(2006)「『ポップカルチャーの文化外交における活用』に関する報告書」 

郭俊海・全京姫（2006「中国人大学生の日本語学習の動機づけについて」『新潟大学国際セン

ター紀要』2，新潟大学，118-129 
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